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１ 平成３０年度教育委員会の活動状況 

（１）教育委員会の構成 

                            （平成３１年４月１日現在） 

職  名 氏  名 任   期 就任年月日 

教 育 長 冨 田   敦 H29.12.21 ～ H33.12.20 H29.12.21 

委   員 
宮 野 楠 見 

（ 退 任 ） 
H27.12.27 ～ H31. 1.31 H19.12.27 

委   員 相 沢 靖 恵 H29. 1. 5 ～ H33. 1. 4 H25. 1. 5 

委   員 立 花    肇 H30.12.25 ～ H34.12.24 H26.12.25 

委   員 黒 沢 のぞみ H30. 1. 5 ～ H34. 1. 4 H30. 1. 5 

委   員 
本 江  宏 

( 新 任 ) 
H31. 3.15 ～ H31.12.26 H31. 3.15 

 

（２）教育委員会会議審議案件 

会   議 議案及び報告事項 

 

【 定 例 会 】 

4 月 12 日（木） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

○案件 

報告第 1号 平成３０年度予算の概要及び事務分掌につい 

て 

 

 

 

【 定 例 会 】 

5 月 17 日（木） 

市役所別館 4階 

第１研修室 

 

○案件 

議案第 1号 県費負担教職員の交通事故について 

報告第 2号 平成２９年度三沢市教育委員会の事務の点検 

及び評価に関する報告（平成２８年度実績） 

について 
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報告第 3号 市内小中学校児童生徒数について（平成３０ 

年５月１日現在） 

 

 

【 定 例 会 】 

6 月 25 日（月） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

○案件 

議案第 2号 三沢市いじめ防止対策審議会委員の選任につ 

いて 

議案第 3号 三沢市学校給食センター運営審議会委員の選 

任について 

議案第 4号 平成３０年度三沢市奨学資金貸付申請者の選 

考について 

報告第 4号 平成３０年三沢市議会第２回定例会について 

報告第 5号 三沢市立おおぞら小学校校歌改訂の承認につ 

いて 

報告第 6号 淋代団体活動センターの事故について 

 

 

【 定 例 会 】 

7 月 24 日（火） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

○案件 

議事案件、報告案件なし。（各課諸報告） 

 

 

 

【 定 例 会 】 

8 月 24 日（金） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

○案件 

議案第 5号 平成３０年度三沢市文化賞等表彰候補者の提 

案及び社会教育委員への諮問について 

議案第 6号 県費負担教職員の交通事故について 

報告第 7号 平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果 

について 

 

 

【 定 例 会 】 

9 月 21 日（金） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

○案件 

議案第 7号 平成３０年度三沢市文化賞等表彰候補者の推 

薦について 

議案第 8号 県費負担教職員の交通事故・違反について 

議案第 9号 三沢市立小学校及び中学校の指定に関する規 
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則の一部を改正する規則の制定について 

報告第 8号 平成３０年三沢市議会第３回定例会について 

報告第 9号 総務文教常任委員会所管事務調査について 

 

 

【 定 例 会 】 

10 月 22 日（月） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

○案件 

議案第 10 号 県費負担教職員の交通違反について 

議案第 11 号 三沢市いじめ防止対策審議会委員の選任に 

ついて 

 

 

【 定 例 会 】 

11 月 26 日（月） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

 

○案件 

議案第 12 号 三沢市少年少女の文化に関する表彰基準の 

改正について 

報告第 10 号 学校給食異物混入防止対策マニュアルの改 

正について 

 

 

【 定 例 会 】 

12 月 20 日（木） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

 

 

○案件 

報告第 11 号 平成３０年三沢市議会第４回定例会につい 

  て 

報告第 12 号 平成３１年度教育委員会当初予算（主要事業 

/新規・継続）について 

 

 

【 定 例 会 】 

1 月 28 日（月） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

○案件 

議案第 13 号 県費負担教職員の交通事故について 

議案第 14 号 三沢市運動部活動の指針（案）について 

報告第 13 号 平成３０年度三沢市少年少女文化優秀賞等 

表彰について 

 

【 第 1回臨時会 】 

1 月 28 日（月） 

市役所別館 3階 

教育長室 

 

 

○案件 

議案第 15 号 教育委員会委員の辞職の同意について 
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【 定 例 会 】 

2 月 18 日（月） 

市役所別館 4階 

第 1研修室 

 

○案件 

議案第 16 号 県費負担教職員の交通事故について 

議案第 17 号 平成３１年度教職員人事について 

議案第 18 号 三沢市公民館条例施行規則の一部を改正す 

る規則の制定について 

議案第 19 号 三沢市公会堂管理規則の一部を改正する規 

則の制定について 

報告第 14 号 三沢市公民館条例の一部改正について 

報告第 15 号 三沢市公会堂の設置及び管理に関する条例 

の一部改正について 

報告第 16 号 三沢市大空ひろば条例の一部改正について 

 

【 第 2回臨時会 】 

3 月 13 日（水） 

市役所別館 3階 

教育長室 

 

 

○案件 

議案第 20 号 平成 31 年度三沢市教育委員会事務局職員等 

の異動について 

 

【 定 例 会 】 

3 月 26 日（火） 

市役所本館 4階 

第 2会議室 

 

 

○案件 

議案第 21 号 県費負担教職員の交通事故について 

議案第 22 号 三沢市文化財審議会委員の選任について 

議案第 23 号 三沢市立図書館協議会委員の選任について 

議案第 24 号 三沢市教育委員会補助金等の交付に関する 

規則の制定について 

議案第 25 号 三沢市通級による指導に関する実施要綱の 

       制定について 

議案第 26 号 平成３０年度三沢市教育委員会の事務の点 

検及び評価に関する報告書（平成２９年度 

実績）について 

報告第 17 号 平成３１年三沢市議会第１回定例会につい   

て 
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２ 平成３０年度三沢市教育委員会施策の方針 

 

 

『 夢 の 実 現 』 ～社会を生き抜く力の養成～ 
 

   未来への飛躍のため、一人一人の社会的・職業的自立に向けた資質・能力

や、変化の激しい社会を生き抜く力の養成を図り、夢の実現につながる教育

を目指します。 

 

 

 

   三沢市教育委員会は、安全・安心な教育環境のもと、グローバル化の進展

など、変化の激しい社会を生き抜く力の養成を図り、夢を実現する人づくり

を目指します。 

 

 このために、 

 

  １．夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

  ２．生き抜く力を育む、キャリア教育の推進 

  ３．英語による、コミュニケーション教育の充実 

  ４．切れ目のない、学びのセーフティネットの充実 

  ５．学校・家庭・地域発、コミュニティ組織の構築・活用 

  ６．まもる・伝える・育む、ふるさと文化の保存・活用 

  ７．創造性に富み、地域発信ができる文化活動 

  ８．元気・感動を生み出す、健やかなスポーツ活動 

 

を、青森県、青森県教育委員会及び家庭・地域社会と連携し推進を図ります。 

  

（１）三沢市教育振興基本計画スローガン 

（２）三沢市教育施策の方針 
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（３）平成３０年度　予算の概要

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　算　額 担　当　課

小学校営繕費（営繕費2,556・営繕事業10,265） 12,821 教育総務課

中学校営繕費（営繕費2,415・営繕事業4,482） 6,897 教育総務課

暖房設備改修事業（小103,189・中0） 103,189 教育総務課

屋内運動場天井等落下防止対策事業
（小67,491・中62,074）

129,565 教育総務課

屋外トイレ整備事業（小0・中17,512） 17,512 教育総務課

小・中学校の学校図書の整備
（小2,600・中2,500）

5,100 教育総務課

教育用パソコン購入事業（小23,553・中0） 23,553 教育総務課

ウィルス対策ソフトライセンス料
（小756・中540）

1,296 教育総務課

教職員・児童生徒健康診断
（教2,139・小2,261・中1,350）

5,750 学　務　課

学習支援員設置事業
（小5,126・中1,026）

6,152 学　務　課

特別支援教育支援員設置事業
（小28,989・中12,789）

41,778 学　務　課

教育支援・特別支援事業 1,189 学校教育課

研究指定校研究委託 410 学校教育課

東部上北小・中学校教科研修協議会負担金 231 学校教育課

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

ゆめ実現推進事業 446 学校教育課

総合的学習推進事業 4,378 学校教育課

三沢市教育振興会補助金 2,593 学校教育課

特別支援教育振興会補助金 288 学校教育課

小・中学校学力・知能検査 5,205 学校教育課

生涯学習のまちづくり推進事業
（講師派遣、弘大講座、ふれあい新聞）

230 生涯学習課

社会教育活動推進補助金
（連合婦人会、市連P等4団体）

1,600 生涯学習課

家庭教育学級運営事業
（ホームスクール、たんぽぽ学級）

348 生涯学習課

ブックスタート事業 398 生涯学習課

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

外国青年招致事業 7,807 学校教育課

英語教育推進事業 10,775 学校教育課

　　③英語による、コミュニケーション教育の充実

　　①夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育

　　②生き抜く力を育む、キャリア教育の推進
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（単位：千円）
重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

奨学資金貸付事業 16,200 教育総務課

幼稚園就園奨励費補助金 26,753 学　務　課

特別支援教育就学奨励事業
（給食費、学用品等：小1,843・中1,167）

3,010 学　務　課

児童生徒通学援助事業（小5,264・中3,734） 8,998 学　務　課

要・準要保護児童生徒就学援助事業
（給食費、学用品等：小23,416・中26,021）

49,437 学　務　課

三沢市学校保健会補助金 525 学校教育課

上北地方学校保健会負担金 321 学校教育課

心の教室相談員設置事業 4,680 学校教育課

スクールソーシャルワーカー設置事業 1,872 学校教育課

教育相談室設置事業 9,917 学校教育課

学校給食賄材料費 174,460 給食センター

給食搬送業務委託料 22,434 給食センター

調理設備保持業務委託料 81,770 給食センター

学校給食センター連絡協議会負担金
（県・上十三・衛生協会）

15 給食センター

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

公民館運営管理費 44,843 生涯学習課

図書館運営管理費 54,216 生涯学習課

団体活動センター管理費 5,324 生涯学習課

（単位：千円）
重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

大空ひろば管理費（指定管理料ほか） 14,160 生涯学習課

県立三沢航空科学館管理運営費負担金 74,281 生涯学習課

遺跡発掘調査事業（野口、早稲田(1)遺跡ほか） 21,510 生涯学習課

歴史民俗資料館運営管理費 8,175 生涯学習課

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

市文化活動派遣費補助金 300 生涯学習課

市文化協会補助金 1,430 生涯学習課

公会堂整備事業（改修工事） 648,470 生涯学習課

（単位：千円）

重　　点　　施　　策 予　　算　　額 担　　当　　課

日本スポーツ振興センター掛金（小2,079・中1,134） 3,213 学　務　課

中体連選手出場費補助金 2,600 学校教育課

　　④切れ目のない「学びのセーフティネット」の充実

　　⑤学校・家庭・地域発、コミュニティ組織の構築・活用

　　⑥まもる・伝える・育む、ふるさと文化の保存・活用

　　⑦創造性に富み、地域発信ができる文化活動

　　⑧元気・感動を生み出す、健やかなスポーツ活動
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（４）教育委員会事務局機構 
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３ 教育委員会の事務の点検・評価 

（１）趣旨 

  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（平成１９年度６月改正、平成

２０年度４月施行）の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務

の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

議会に提出するとともに、公表することとされています。 

  この法律を受け、三沢市教育委員会では、今後の効果的な教育行政の推進及び

市民への説明責任を果たすことを目的として、教育委員会の事務の点検及び評価

を実施し、その結果を報告書としてまとめました。 

 

（２）対象事業 

  市が平成２５年３月に策定した「三沢市総合振興計画後期基本計画」のなかの

「豊かな心と体を育むまちづくり」のうち、教育委員会が所管する「平成３０年

度主要な施策の成果報告書」から事業を抽出し実施しました。 

  

（３）学識経験者の知見の活用 

  点検・評価の客観性を確保するため、学識経験者等からその実施方法や内容に

ついて意見をいただき、これを参考に点検・評価の実施と報告書の作成を行いま

した。 

 

    ◎坂 岡  敏 行 （第二中学校ＰＴＡ会長）  

 

◎宮 古  健 一 （元三沢市民生部長）        

   

（４）点検・評価の方法 

  対象となる事務事業ごとに、必要性・有効性・効率性・公平性等の観点から検

証し、総合意見を記し、評価をして報告書を作成しました。 
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○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条  教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定

により教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。  

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経

験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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４ 点検・評価結果 

（１）平成３０年度主要な施策の成果報告書（教育委員会関係 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

主要な施策の成果報告書 

（教育委員会関係 抜粋） 
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事 務 局 費 60,649,606 ・教職員健康診断委託料

　全校の教職員を対象に健康診断を実施し、健康保持に努めた。

・幼稚園就園奨励費補助金

・警備業務委託料

・教職員インターネットワーク管理業務委託料

・その他事務費等

総 合 的 学 習 3,694,062

推 進 事 業 費

＜国際理解教育＞

円

円

円

円

円

円

＜総合的な学習の時間＞

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

パキスタン 186,000

グアム 206,000

135,000

9,000

753,000

教職員健診者数 委託料

2,129,544 円

対象園児数 補助金

19,116,950 円

8,294,400円

8,002,800円

　幼稚園に就園する満３歳児、３歳児、４歳児及び５歳児の保護者に対して、

外国人連絡相談員

保    険    料

合　　計　　額

　国際化に対応できる青少年育成を図ることを目的に、地域に在住する外国人

を講師として市内各小学校へ派遣し、外国の文化・生活習慣を学び国際的視野

の拡大につながった。

　地域の方々を講師として、様々な体験学習を通し、子どもたちに自ら考える

力や学び方・ものの考え方などを身に付けさせ、よりよく問題を解決する資質

国　　名 費用額

タイ 217,000

市民税の所得割額に応じて、幼稚園保育料を補助することにより、保護者の負

担を軽減し就園の促進を図り、幼稚園教育の充実を図った。

158 人

1,213 人

※Ｈ３０年度実施内容：

講師謝礼等：120,000円　　全12校中9校(合計30回）実施

や能力の向上に資するものとなった。

農業体験、視聴覚障害者との関わり学習、読み聞かせ、

職業講話、防災・減災講話、仏沼自然観察会等

23,105,912 円

　教職員パソコン及びセキュリティ監視システムの運用管理業務を委託した。

　学校での火災、盗難などを予防・発見するため警備業務を委託した。

　総合的な学習の時間の目的を達成するために、ゲストティーチャー等を活用

し、児童生徒に多様な体験活動をさせ、学習の幅を広げる。

実　　施　　校

上久保小・岡三沢小・三川目小・おおぞら小

木崎野小

古間木小・三沢小
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総 合 的 学 習 ・日米各校の国際理解教育における異文化理解及び英語による交流の充実

推 進 事 業 費

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

名 名

＜国際交流サロンの開設＞

＜ゆめ実現推進事業＞

＜「新聞」を活用した授業＞

外 国 青 年 7,846,843

招 致 事 業 費

回

回

回

回

回

回

英 語 教 育 9,453,762

推 進 事 業 費

回

回

回

日

回

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

55 80

58 97

42 75

岡 三 沢 小 学 校

三 沢 小 学 校

47 名 80 名

456 606

古 間 木 小 学 校

市内小学校合計

ソラーズ小学校

基地内小学校合計

　各学校で新聞を購入し、新聞を活用して社会の現状や課題を知り、自ら調べ、

まとめる力を育成することに寄与した。記事は総合的な学習の時間のほか、国

語・社会・道徳等に活用された。

　外国語指導助手２名が市内全中学校の英語学習や学校生活に参加し、英語で

ソラーズ小学校

日本文化紹介

日本文化紹介

日本文化紹介

日米交流

日本遊びの紹介・ひ

な祭り

　市内各小学校を巡回し、外国語指導助手とふれ合いながら、自らの英語活動

の成果や英語科で学んだ英語表現を使いコミュニケーションを図ることができ

た。

※参加人数：小学５・６年生 ８２名

　市内全６学年児童に、アンケートで将来（ゆめ）の職業を聞き、地域社会に

おける各専門分野及び実際の職業従事者の代表者をボランティア講師として依

頼した。児童・生徒の「ゆめ」実現のための指導・助言を提案してもらい、

「本物から学ぶ」地域一体型学習を実施することによって、子どもたちは将来

の目的をもち、日々の学習意欲につなげることができた。

※Ｈ３０講師人数：１３名

119 97

上 久 保 小 学 校

お お ぞ ら 小 学 校

ソラーズ小学校

ソラーズ小学校

ソラーズ小学校

参加人数 参加人数

42 80

93 97

交流事業基地内小学校

お お ぞ ら 小 学 校

木 崎 野 小 学 校

参　加　校

ソラーズ小学校

ソラーズ小学校

ハロウィン

日本遊びの紹介

のコミュニケーション能力を育成する。

学　校　名 派遣回数

第一中学校 76

第二中学校 34

第三中学校 16

第五中学校 39

堀口中学校 74

合　　計 239

費用項目 実施回数 　費用額(円）

　２名のＡＬＴがほぼ毎日各校を訪問し、英語科授業の補助や学校生活を通じ

て、ネイティブの発音に触れる機会を増やし、言語活用能力の向上に役立った。

　小学校児童期に直接外国人と会話することにより、英会話のスキルとコミュ

ニケーション能力を高める。

備　　　考

英語指導助手派遣 574 6,732,500

外国人連絡相談員 38 190,000

英語教員研修会 2 42,000

講師謝礼 3 180,000

実用英語検定受験 1 910,300

市内全小学校1～6学年へ配置

英語研修講座の実施

イングリッシュキャンプ外部ＡＬＴ

市内中3（267名）受験

コーディネーター謝礼

活動に係る消耗品費 全小学校 494,964 英語教材等

　ネイティブスピーカーを派遣することで英語の正しい発音を聞く力を育て、

英語でのコミュニケーション能力を高めることにより、国際交流や国際社会の

場でも主体的に活躍できる人材育成に貢献することができた。

市内全小中学校新聞購読料　797,748円
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英 語 教 育 ＜イングリッシュキャンプ＞

推 進 事 業 費

学 校 教 育 7,973,461

活 動 支 援 費

1 円

2 円

4 円

5 円

6 円

7 円

8 円

9 円

10 円

11 円

12 円

1

2

3

4

5

6

 6月：市内陸上競技大会（全5.6学年対象）

 9月：理科研究発表会

10月：美術展審査会

11月：音楽交歓発表会

7

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

8.9

230,560 円3

外研修を充実させ、指導力の向上を図った。

55,800

919,980

市教育振興会補助金

幼稚園教育研究会補助金

上北地方中学校体育連盟負担金

中体連選手出場費補助金

市学校保健会補助金

上北地方学校保健会負担金

上十三地区教科用図書採択協議会負担金

　市内教員を対象に講師を招き、検証授業・教科指導等の研修を実施。

　研究指定校は、自校における指定教科に関する実践研究をその内容と

し、研究実践の成果を報告し、学力向上に有効な資料を提供することが

できた。

2,593,000

126,000

61,581

指

定

校

岡 三 沢小 学 校 生活・社会 50,000円

三 川 目小 学 校 理科 50,000円

第 三 中 学 校 数学 50,000円

三 沢 小 学 校 英語活動 10,000円

2,600,000

525,000

上北地方中学校文化連盟事業負担金

320,700

12回 60,000

8校 410,000

28,040

　英語を使ってのゲーム、ＡＬＴを中心としたグループ活動(スキット作り）、

基地内施設の体験活動を通じての交流、スピーチ等により英語を使用する場面

を多く設定することで、参加生徒の英語による発信量とコミュニケーション能

力の向上を図ることができた。次回も参加したいという声が多数聞かれた。

※講師：６名、参加人数：３２名

　学校課題解決と教員の資質向上・専門的な知識の習得のため、教職員の校内

東部上北小・中学校教科研修協議会負担金

上北地方へき地・複式教育研究会負担金

研究指定校研究委託

校内研修会の実施

古 間 木小 学 校 健康教育 100,000円

上 久 保小 学 校 算数 50,000円

木 崎 野小 学 校 国語 50,000円

第 一 中 学 校 国語・数学・社会 50,000円

　三沢市・おいらせ町・六戸町の教員が共通理解のもと、協同歩調で教

育水準の向上をめざして研修会を開催し、授業改善と指導内容の充実・

深化を図ることができた。英語スピーチコンテストでは、各中学校の代

表者が集まり暗唱・創作の部で練習の成果を発表し、好成績を収めるこ

とができた。

　へき地・複式に関する調査研究及び研究授業を実施し、教員の指導力

の向上を図った。

　豊かな創造性や美的情操を養う中学生の芸術や科学技術等の文化活動

を実施した。

　児童生徒の知・徳・体の調和のとれた育成をめざし、各種行事を開催

し、児童生徒の交流を深めながら、日頃の練習効果を発揮した。

　市内幼稚園教職員資質向上のための研修会等を実施。

市内幼稚園、保育園、小学校低学年の教諭が集まり、研究会・情報交換

を行い、指導者の資質向上に役立てることができた。

　年２回実施される上北地方中学校体育大会を運営する連盟に、負担金

や出場選手を輸送するバス代を補助することで、中学生のスポーツ活動

に寄与することができた。
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学 校 教 育 10

活 動 支 援 費

11

12

豊 か な 心 を 育 6,456,140

て る 生 徒 指 導

活 動 費

1 円

2 円

3 円

1

2

3

教 育 支 援 ・ 996,602

特 別 支 援 費

1 円

2 円

3 円

1

2

3

指 導 費 8,578,328

＜学力・知能検査対象数＞

円

人 円

人 円

人 円

人 円

人 円

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

に関係機関・団体との連携を密にし総合的な生徒指導の推進とその充実を図る。

スクールソーシャルワーカーの設置 305日 1,830,000

心の教室相談員の設置 720日 4,320,000

　市内小・中学校教職員・ＰＴＡ・学校医・学校歯科医・学校薬剤師と

連携し、市内児童・生徒の健康増進・衛生向上のため、各部会研修や歯

の健康づくり講演会開催、学校保健会報の発行ができた。

　上北地方全学校の児童・生徒を対象に保健に関する活動を実施し、学

校保健功労者の決定・表彰やむし歯予防ポスター作品審査会を実施した。

　また、平成３０年度は、国際交流スポーツセンターにおいて市学校保

健会が事務局となり、東北学校保健大会を実施した。

　上北管内９市町村で組織され、義務教育教科用図書の採択業務に係る

協議を実施することができた。

　学校とＰＴＡが協同で生徒指導体制の確立に努めるとともに、地域社会並び

いじめ防止対策審議会の設置 27,000

医学検査受診数 54件 273,480

　市内小中学校就学予定並びに在学児童生徒のうち、障害を有する者の教育的

措置について調査審議し、適正な就学指導を行った。

スクールソーシャルワーカーの設置

（岡三沢小学校、古間木小学校、上久保小学校、三沢小学校、おおぞら

小学校、第三中学校へ派遣）

　小学校へ在籍する児童の諸問題解決に向け、教員・保護者との連携を

図りながら指導を行うことができた。

特別支援振興会補助金 288,000

上北地方特別支援教育研究会 26,230

心の教室相談員の設置（市内中学校４校と木崎野小学校）

　５校に専門員を各校１名配置し、教育相談室や各学校と連携しながら、

一人一人の状況が異なる様々な不安や問題の解消を求める生徒への相談

・助言を図り、不登校やひきこもり等の未然防止に役立てた。

　いじめ防止対策を、専門家による第三者機関で審議いただき、市内小

中学校のいじめ防止の取組に活かすことができた。

金　額

2,109 2,466,800

702 333,900

　市内小中学校就学予定並びに在学児童生徒のうち、適正な就学指導の

ため医学検査を受診した。

1,084 1,769,600

760 342,000

4,655 4,912,300

　特別支援学級児童生徒の合同学習会を実施した。

　特別支援教育に関する学級経営や就学問題等の解決のために研修会や

授業研究会を実施。

　児童生徒の育成と学力の定着の確認をし、指導の充実を図った。

（全学年）

（2･5学年）

小 学 校 学 力 検 査

小 学 校 知 能 検 査

人数

（全学年）

（1･3学年）

合計

中 学 校 学 力 検 査

中 学 校 知 能 検 査
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教 育 相 談 室 9,858,869 ・教育相談員（２名）と適応指導員（３名）を配置。

設 置 費

・相談状況 件

件

件

名

小 学 校 教 育 68,408,475 ・児童通学援助費

振 興 費

・要・準要保護就学援助費

・その他事務費等

小 学 校 9,939,700 ・営繕工事実績

営 繕 事 業

木崎野小学校防球ネット設置工事

　防球ネット新設L＝20ｍ、既設防球ネット移設Ｌ＝15ｍ

木崎野小学校照明器具交換工事

　普通教室６室の照明器具をＬＥＤ化

・事業効果

・その他事務費等

三 川 目 小 学 校 97,317,266

暖 房 設 備 改 修 事 業

古 間 木 小 学 校 3,480,144

暖 房 設 備 改 修 事 業

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

電話相談件数 117

来室相談件数 215

学校訪問件数 12

【教育相談員】

　市内の児童生徒に関する家庭及び学校からの教育相談に対し、必要な助言指

導等を行い、児童・生徒の健全育成及び不登校児童生徒の学校復帰を図った。

【適応指導員】

　登校を希望しながら学校へ行けない市内児童・生徒を対象に、個々の状態に

応じて各種の学びと体験の場を提供し、人間関係づくりの力を育むと同時に自

立と学校への再登校を目指した。

適応指導室通室生徒数 18

学校名 受給者数 扶助費

三沢小学校 18 人 1,017,960 円

おおぞら小学校 72 人 3,015,640 円

区　分 受給者数 扶助費

学用品費等 304 人 6,104,822 円

　通学距離が長く、かつ冬期間の積雪など、徒歩通学が困難な児童の保護者に

対し、路線バスを利用する際の定期券を交付することにより、保護者の負担を

軽減し、義務教育の円滑な運営を図った。

学校給食費 300 人 12,812,366 円

45,457,687 円

種目・項目 施　工　内　容　・　数　量

工　　事

4,395,600 円

2,970,000 円

　経済的理由によって、就学困難と認められる児童の保護者に対し、就学援助

費を交付することにより、義務教育の円滑な実施を図った。

 2,574,100 円

　学校施設の営繕工事等を行うことにより、学校施設の安全対策及び良好な学


習環境の維持が図られた。

施設の安全対策及び良好な学習環境の維持を図ることができた。

　暖房設備が経年劣化により老朽化してきたことから改修工事を実施し、学校

　暖房設備が経年劣化により老朽化してきたことから改修することとし、実施

設計を行った。
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教育用パソコン 19,626,300 ・購入実績

購 入 事 業

・古間木小学校  児童用PC 25台、教師用PC 1台、プリンタ外

・三川目小学校  児童用PC 16台、教師用PC 1台、プリンタ外

・おおぞら小学校  児童用PC 19台、教師用PC 1台、プリンタ外

・事業効果

上 久 保 小 学 校 65,108,716

屋 内 運 動 場 天 井 等

落 下 防 止 対 策 事 業

中 学 校 教 育 48,691,230 ・生徒通学援助費

振 興 費

・要・準要保護就学援助費

　経済的理由によって、就学困難と認められる生徒の保護者に対し、就学援助

費を交付することにより、義務教育の円滑な実施を図った。

・その他事務費等

中 学 校 15,616,800 ・営繕工事実績

営 繕 事 業

第一中学校ブロック塀改修工事

　ブロック塀撤去L=232m、フェンス設置L=240m

第五中学校フェンス改修工事

　既存フェンス撤去L=192m、フェンス設置L=210m

堀口中学校間仕切りパネル設置工事

　特別支援室間仕切りパネルＮ＝７枚外

・事業効果

堀 口 中 学 校 21,865,520 ・事業実績

屋 外 ト イ レ

整 備 事 業 建築一式、電気設備一式、機械設備一式、防球ネット一式

　木造平屋建１棟　床面積17.66㎡　男女及び多目的トイレ

・事業効果

堀 口 中 学 校 60,749,416

屋 内 運 動 場 天 井 等

落 下 防 止 対 策 事 業

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

施　設　名 購　入　内　容　・　数　量

学校名 受給者数 扶助費

　小・中学校学習指導要領で推進している情報教育、ＩＣＴ機器の活用におい

て必要不可欠である教育用パソコンの整備を行い、学校教育の高度化を図り、

より効果的な教育活動の環境を整えることができた。

　屋内運動場の吊り天井等の落下を防止するための改修工事を行い、学校施設

の安全対策を図ることができた。

第二中学校 16 人 1,775,680 円

第三中学校 53 人 1,751,560 円

区　分 受給者数 扶助費

学用品費等 217 人 10,134,796 円

学校給食費 214 人 9,597,891 円

25,431,303 円

　通学距離が長く、かつ冬期間の積雪など、徒歩及び自転車通学が困難な生徒

の保護者に対し、路線バスを利用する際の定期券を交付することにより、保護

者の負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図った。

種目・項目 施　工　内　容　・　数　量

工　　事

10,746,000 円

4,320,000 円

550,800 円

種目・項目 施　工　内　容　・　数　量

工　　事

　学校施設の営繕工事等を行うことにより、学校施設の安全対策及び良好な学

習環境の維持が図られた。

　学校施設に屋外トイレを整備し、教育活動の円滑な運営が図られた。

　屋内運動場の吊り天井等の落下を防止するための改修工事を行い、学校施設

の安全対策を図ることができた。
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遺 跡 発 掘 調 査 16,685,303 1

事 業 費

2

公 民 館 費 45,073,166 1 .公民館費

・ 開催事業

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人 回 人

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

人

木彫講座 39 80 ニューイヤー・フ

レッシュコンサート
1 回 80 人

舞踊講座 42 493

人

　微細遺物の検出等を実施した。

・市道姉沼２号線改修工事に係る平畑(3)遺跡の試掘調査。

・改修工事に伴う迂回路建設計画地における埋蔵文化財包蔵地の範囲確認及び

　包蔵状態の確認を目的として7地点(合計40㎡)の調査を実施。

・その結果、どの調査地点においても遺構や遺物は検出されず、包蔵地の拡が

　りも確認されなかった。

・平成８～１８年度に単費で実施した発掘調査のなかで発掘調査報告書が未刊

　行の９遺跡１４件の調査のうち、平成１６～１９年度に実施した平畑(1)(2)

　(4)遺跡の整理等作業を実施。

市内遺跡発掘調査(国庫補助事業)　　10,359,133円

事業②　早稲田(1)貝塚・野口貝塚の整理等作業（4.10～7.31、11.1～3.29）

事業①　早稲田(１)貝塚の発掘調査（4.10～6.29）

・９年計画の７年目。

・野口貝塚とセットでの国史跡指定を目指した保存目的調査。

・遺跡の内容確認を目的とした３地点(約28㎡)の発掘調査を実施。

　果、縄文時代前期初頭（約 7,000年前）に形成された貝塚であることが確認

・うち１地点は前年度新たに確認した貝塚の内容確認が目的であり、調査の結

　された。

・令和２年度末に計画している両遺跡の発掘調査総括報告書刊行のための基礎

　整理作業。

・出土した土器や石器等の洗浄・計量・接合、発掘現場で土ごと回収してきた

事業③　開発行為に係る市内の遺跡試掘調査（12.4～12.13）

出土品整理事業(単費)　           　6,326,170円

公民館事業 開催回数 参加者数 公会堂事業 開催回数 参加者数

陶芸講座 35 255 青少年舞台芸術鑑賞

教室（全児童対象）
7 回 2,102 人

能面講座 20 81

・発掘調査報告書に掲載する記録類の整理、遺物の選定、接合・修復のほか、

　実測図作成及び写真撮影等を実施した。

民謡舞踊講座 26 160

茶道講座 18 209

クッキング講座 2 20

書道講座 20 265

俳句講座 21 150

短歌講座 11 69

フラワーアレンジメ

ント講座
5 回 25

太極拳講座 27 452

油絵講座 8 80

はまなす生け花講座 22 155

たちばな生け花講座 22 152

あじさい生け花講座 19 221

お片付け講座 4 13

郷土の自然と歴史講

座
9 回 146

ヨガ講座 2 29

市民文化祭 13 6,066

成人式 1 318

計 366 9,439 計 8 2,182
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公 民 館 費

図 書 館 費 55,258,934 ・図書館利用状況等

　 ○図書貸出等

日 人 冊

人 件 冊

○利用者登録数

人 人

○実施事業

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

回 人

・ 指定管理の収支状況

・ 円

・ 円

円

・ 円

・ 円

円

円

歴史民俗資料館 8,174,057 ・歴史民俗資料館入館状況

管 理 費

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

704

0

一般（人） 計（人）

921

0

494

1,415

学習及び研修等入館者

26,723,065

無料

計

28,368,300

55,091,365

△ 1,295,444

区分

有

料

個人

団体

支出

人件費

事務費等

差　引　額

入館者数 図書貸出冊数

　多様化する現代社会において、心豊かな社会生活の実現に向けて、市民生涯

学習講座等を開催し、幅広い年齢層の市民に生涯学習の機会と場を提供した。

　また、市民の文化芸術活動の振興、普及を図ると共に、多くの市民に文化芸

術に接する機会を提供した。

開館日数

310 97,683 84,174

パソコン利用件数 蔵書冊数

2,419 1,378 141,338

延べ登録者人数

710 24,198

参加者数

47 857

図書館事業名

読み聞かせ・語り聞かせ

予約件数

新規登録者数

実施回数

3 132

12 346

8 88

1 30

3 43

4 49

おはなし会

ブックスタート

図書館シネマ

図書館わくわくトーク

書庫開放デー

調べる学習支援事業

2 290

5 60

85 1,895

53,504,000

291,921

53,795,921

リサイクルブックフェア

その他講座等

図書館事業合計

　指定管理者制度第三期の３年目を迎え、図書館機能の充実や市民サービスの

向上、学校や県立図書館、関係機関との連携を強化し、継続事業の実施や各種

自主事業の開催など多種多様な取組みを行い、多くの地域の方が利用すること

ができた。

　また、地域に根付いた社会教育施設としての機能強化及びキャリア教育の一

環として、高校生ボランティアと共に、コミュニティカフェを年２回実施する

など新たな取組みを実践することができた。

その他複写料金等

指定管理料

収入

収入合計額

支出合計額

　市内の遺跡発掘出土品を中心に、歴史・民俗・自然等を学べるよう展示し、

また体験教室を実施することで理解を深めることにより社会教育施設としての

役割を果たしている。

小・中学生（人）

217

0
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歴史民俗資料館 ・・指定管理の収支状況 収入額計 円

管 理 費 円

円

円

円

円

公会堂整備事業 626,526,366 1.公会堂整備事業

○公会堂改修事業工事　607,462,200円

大 空 ひ ろ ば 14,221,575 ・事業実績

管 理 費

・事業効果

・ 指定管理の収支状況

　大空ひろば内の展示機の維持管理及び遊具等の保守点検等を行うなど利用者

が安心して過ごせる空間づくりに努めた。

　「大空のまちづくり」の中核となす文化・科学・観光の多機能を有する「航

空」をテーマとした公園として、ミス・ビードル号の歴史的偉業や航空史の情

報提供などを行うことにより、教育・文化の向上に寄与した。

収入額計 18,896,019

指定管理料 13,300,000

利用料 0

その他の収入 5,596,019

支出額計 18,896,019

差引額 0

　昭和５５年建築の公会堂及び中央公民館は、雨漏りや内外装の経年劣化が顕

著となっているため、大規模改修工事の実施に向けて、平成２５年度に老朽度

調査や設計業務を行い、平成２８年度は施設全体の便所改修工事、平成２９，

３０年度は電気設備や防水・外壁改修工事等を実施した。

事　業　名
事　 業　 費

事　　業　　実　　績　　内　　容　　及　　び　　事　　業　　効　　果
（決算額）円

8,298,907

指定管理料 8,174,057

雑収入 43,600

使用料収入 81,250

支出額計 8,298,907

差引額 0
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（２）評価点検シート 

【 評価点検シート １ 】 

事 務 事 業 名 事務局費                       

担 当 課 教育総務課・学務課 

教 育 委 員 会 

方 策 

＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

＊切れ目のない「学びのセーフティネット」の充実 

事 業 内 容 

教職員健康診断委託料（教職員の健康保持増進） 

幼稚園就園奨励費補助金（市民税課税額等をもとに、補助額を決定し、

幼稚園保育料の軽減を図る。） 

学校教育施設警備業務委託（火災、盗難等の予防） 

教職員ネットワーク管理業務委託料（教職員用ﾊﾟｿｺﾝのｾｷｭﾘﾃｨ管理） 

事 業 目 的 
各種事業を実施することにより、幼稚園や小中学校の教育環境の充実

を図る。 

対 象 幼児、児童、生徒、教職員、保護者、一般市民 

成 果 
児童生徒・教職員の健康保持や幼稚園の就園奨励等、公平性に欠くこ

となく、良好な教育環境を維持することができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 教職員の心身の健康及び教育現場のセキュリティ対策等は、良好な学

習活動等において最も重要であります。また、少子化時代に幼児教育の

負担軽減は有効な対策であると思います。 

備 考 
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【 評価点検シート ２ 】 

事 務 事 業 名 総合的学習推進事業                

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊生き抜く力を育む、キャリア教育の推進 

事 業 内 容 

外国人講師を招いた授業の実施（国際理解教育） 

地域の方々を講師とした、様々な体験学習（総合的な学習） 

ゆめ実現推進事業（ゆめチャレ教室） 

事 業 目 的 
自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよ

く問題を解決する資質や能力を育成する。 

対 象 児童、生徒 

成 果 

＜国際理解教育＞ 

外国の文化・生活習慣を学び、国際的視野の拡大につながった。 

＜総合的な学習＞ 

様々な体験学習を通し、自主的に考えることやものの考え方等を身に

付け、問題を解決する能力の向上を図ることができた。 

＜ゆめ実現推進事業＞ 

 子どもたちの将来の夢の実現のため、地域の各専門分野の方からの指

導・助言をもらい、将来の夢に向かう学習意欲につなげることができた。 

総 合 意 見 

妥当性があると判断されます。 

外国の文化、生活習慣の違いや各専門分野の体験を通し、国内外を問

わず視野及び能力の拡大、向上につながる良い取組みであると思いま

す。今後とも、業種、業態の変化を的確に捉え、継続していただきたい

と思います。 

備 考  
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【 評価点検シート ３ 】 

事 務 事 業 名 外国青年招致事業費                

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊英語による、コミュニケーション教育の充実 

事 業 内 容 
外国語指導助手２名が市内全中学校の英語学習や学校生活に参加し、

英語でのコミュニケーション能力を育成する。 

事 業 目 的 
英語科授業の補助や学校生活を通じて、ネイティブの発音にふれる機

会を増やし、言語運用能力の向上を図る。 

対 象 生徒 

成 果 

国際文化都市として、学校生活におけるＡＬＴとの交流により、生徒

が異文化理解などの国際性の醸成や、英語による実践的コミュニケーシ

ョン能力の向上に役立った。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 市内児童生徒が英語を身近に感じるとともに、コミュニケーション能

力の向上にも役立っていると思います。 

備 考 
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【 評価点検シート ４ 】 

事 務 事 業 名 英語教育推進事業                  

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊英語による、コミュニケーション教育の充実 

事 業 内 容 

小学校に外国人講師を派遣し、小学校 1年生からネイティブな英語に 

触れあう授業を行うとともに、また、基地内小学校との交流事業や中学

生対象のイングリッシュキャンプを実施する。 

事 業 目 的 
英語教育の充実及び国際理解の推進に努め、英会話のスキルとコミ

ュニケーション能力の向上を図る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 

英語の正しい発音を聞く力を育て、英語でのコミュニケーション能力

を高めることにより、国際交流や国際社会の場でも、主体的に活躍でき

る人材育成に貢献することができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 「外国青年招致事業」同様、英語を身近に感じるとともに、コミュニ

ケーション能力の向上にも役立っていると思います。また、英語検定受

験費用の助成も市内児童生徒の英語の成績アップに大きく貢献してい

るものと思われます。今後も様々な英語での交流事業を期待していま

す。 

備 考 

 

 

 

 

 

 

  



三沢市教育振興基本計画スローガン 夢の実現 ～ 社会を生き抜く力の養成 ～ 

 

25 

 

【 評価点検シート ５ 】 

事 務 事 業 名 学校教育活動支援費               

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

事 業 内 容 
市内小中学校教員を対象に検証授業・教科指導の研修会等を実施する

とともに、市内幼稚園・保育園と小学校の連携に係る研究等を行う。 

事 業 目 的 
学校課題解決と教員の資質向上・専門的な知識の習得のため、教職

員の校内外研修の充実、指導力の向上を図る。 

対 象 
研究指定小・中学校（岡三沢小、三沢小、三川目小、おおぞら小、第一

中、第三中、堀口中）、教職員、幼稚園教諭、保育園等保育士 

成 果 

市内小中学校、幼稚園、及び保育園等の課題解決と教職員等の資質向

上・専門的な知識の習得のため、校内外研修を充実させるとともに、指

導力の向上が図られた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 指導する教職員の資質向上・専門的知識の習得は、大変期待されるも

のであり、これからも、指導者間の情報交換を行い、各校とも連携を図

りながら指導力の向上がなされることを期待しています。 

備 考 
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【 評価点検シート ６ 】 

事 務 事 業 名 豊かな心を育てる生徒指導活動費        

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊切れ目のない「学びのセーフティネット」の充実 

事 業 内 容 

スクールソーシャルワーカーの設置 

（岡三沢小、古間木小、上久保小、三沢小、おおぞら小、第三中） 

心の教室相談員の設置（木崎野小、第一中、第二中、第五中、堀口中） 

事 業 目 的 
家庭と学校が協働して生徒指導体制の確立に努め、地域社会並びに

関係機関と連携し、総合的な生徒指導の推進と充実を図る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 

＜スクールソーシャルワーカー＞ 

児童生徒の学校や家庭等における諸問題解決に向け、保護者・教員及

び関係機関と連携しながら指導が図られた。 

＜心の教室相談室＞ 

様々な不安や問題の解消を抱える児童生徒への相談・助言により、不

登校やひきこもり等の未然防止が図られた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 児童生徒の諸問題は、学校内では教職員をはじめ、ソーシャルワーカ

ー、相談員の方々により解消されているものと思われますが、各家庭内

での問題は、年々複雑化してきております。家庭内に踏みこむことは非

常に困難なことではありますが、可能な限り家庭内の不安・問題解消に

もご配慮いただくことを期待しています。 

備 考 
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【 評価点検シート ７ 】 

事 務 事 業 名 教育支援・特別支援費                 

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊切れ目ない「学びのセーフティネット」の充実 

事 業 内 容 
障害のある幼児・児童・生徒の教育的措置について審議し、適正な就

学指導を実施する。 

事 業 目 的 

障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取

組を支援するという視点に立ち、幼児・児童・生徒一人一人の教育的

ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又

は克服するため、適切な指導及び必要な支援を図る。 

対 象 児童、生徒（次年度小学校に入学する幼児を含む。） 

成 果 

医師、臨床心理士、児童相談所、学校関係者等からなる教育支援委員

会を組織し、医学検査や知能検査等を実施することによって、適正な就

学指導が図られた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 今後も、障がいのある児童生徒について、一人一人の教育ニーズをし

っかり把握し、自立や社会参加に向けて適切な指導を行い支援していく

必要があると考えます。 

備 考 
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【 評価点検シート ８ 】 

事 務 事 業 名 指導費                       

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊生き抜く力を育む、キャリア教育の推進 

事 業 内 容 
学力・知能検査の実施 

教師用指導書「学校教育指導の方針と重点」の作成・配布 

事 業 目 的 児童生徒の育成と学力の定着を確認し、指導の充実を図る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 

学力・知能検査の実施により児童生徒の発達の状態や困難な状況に関

する客観的な情報を得るとともに、教師用指導書「学校教育指導の方針

と重点」を作成し、市内全小中学校教職員に配布することにより、適切

な指導の方向性を示し、指導の充実が図られた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 学力・知能検査の実施により、児童生徒の個々の学習の定着等が把握

できるとともに、その結果を基に指導の方向性や充実を図ることができ

ることから、今後とも継続して実施してほしいと思います。 

備 考 
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【 評価点検シート ９ 】 

事 務 事 業 名 教育相談室設置費                  

担 当 課 学校教育課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊切れ目ない「学びのセーフティネット」の充実 

事 業 内 容 
教育相談員（２名）と適応指導員（３名）を配置し、相談業務・適応

指導を行う。 

事 業 目 的 

教育相談員については、児童・生徒の健全育成及び不登校児童生徒

の学校復帰に向けた相談を目的とし、適応指導員については、個々の

状態に応じた各種の学びと体験の場を提供し、人間関係づくりと自立

し再登校することを目的とする。 

対 象 児童、生徒、保護者、教員 

成 果 

不登校児童生徒の集団生活への適応、情緒の安定、基礎学力の補充、

基礎的生活習慣の改善等のための相談・適応指導により、その学校復帰

を支援し、不登校児童生徒の自立が図られた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 「豊かな心を育てる生徒指導活動費」でも述べましたが、各家庭内で

の問題は年々複雑化してきております。大変困難な業務ではあります

が、今後とも教育相談員、適応指導員、学校関係機関との連携を密にし、

不登校児童生徒の解消に努めていただくようお願いします。 

備 考 
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【 評価点検シート １０ 】 

事 務 事 業 名 教育振興費（小・中学校）            

担 当 課 学務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊切れ目のない「学びのセーフティネット」の充実 

事 業 内 容 

児童生徒通学援助費 

・児童通学援助費（三沢小 18 人・おおぞら小 72人） 

・生徒通学援助費（第二中 16 人・第三中 53 人） 

要・準要保護就学援助費 

・小学校（学用品費 304 人、学校給食費 300 人） 

・中学校（学用品費 217 人、学校給食費 214 人） 

事 業 目 的 

通学に路線バスを利用している児童生徒の定期代の金額扶助及び準

要保護の保護者に学用品・給食費を援助することで、保護者の経済的負

担を軽減し義務教育の円滑な実施を図る。 

対 象 児童、生徒、保護者 

成 果 
保護者の経済的負担を軽減することで、市内小中学校の教育環境の充

実を図ることができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 通学援助費及び就学援助費により義務教育の円滑な実施が図られて

いるものと考えます。 

備 考 
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【 評価点検シート １１ 】 

事 務 事 業 名 営繕事業（小・中学校）             

担 当 課 教育総務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

事 業 内 容 

小学校営繕 

・木崎野小学校ほか５校（防球ネット設置工事ほか１５件） 

中学校営繕 

・第一中学校ほか３校（ブロック塀改修工事ほか１３件） 

事 業 目 的 教育活動の円滑な運営のため、良好な学校施設環境への改善を図る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 
市内小中学校施設の不具合等に迅速対応し、良好な学校施設環境を維

持できた。 

総 合 意 見 

妥当性があると判断されます。 

 少子化及び働き方改革に伴い、クラブ活動、部活動の規模縮小及び施

設の不使用、老朽化などが懸念されますが、限られた予算の範囲内で各

学校の営繕が図られているものと思われます。今後とも児童生徒はもと

より地域の活動の場としても安全・安心に配慮し、実施してほしいと思

います。 

備 考 
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【 評価点検シート １２ 】 

事 務 事 業 名 屋外トイレ整備事業費（小・中学校）            

担 当 課 教育総務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

事 業 内 容 

堀口中学校屋外トイレ整備に係る設計及び建築工事 

 構造：木造平家建て 

規模：建築面積 ２４．８４㎡ 延床面積 １７．６６㎡ 

・男子トイレ（大便器１台、小便器２台） 

・女子トイレ（大便器２台） 

・多目的トイレ（大便器１台） 

事 業 目 的 
教育活動の円滑な運営のため、快適な学校施設環境への改善を図

る。 

対 象 児童、生徒、保護者等 

成 果 
校庭に屋外トイレを整備することで、快適な学校施設環境を整えるこ

とができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

校庭での授業や部活動、学校行事はもとより、地域の活動の場として

も効果的な事業であります。また、災害時には避難所トイレとしても利

用することができ、市民の安全安心にもつながる事業であると思いま

す。 

備 考 
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【 評価点検シート １３ 】 

事 務 事 業 名 暖房設備改修事業（小・中学校）            

担 当 課 教育総務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

事 業 内 容 

経年劣化に伴う暖房用ボイラーの改修工事及び設計（更新） 

・三川目小学校（S57 年・Ｈ3年設置：36 年経過・27 年経過）：工事 

・古間木小学校（Ｈ5・6 年設置：26・25 年経過）：設計 

事 業 目 的 
教育活動の円滑な運営のため、快適な学校施設環境への改善を図

る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 
老朽化した暖房用ボイラーの改修工事を実施し、快適な学校施設環境

と安全対策を講じることができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

快適な学習環境を維持するために、限られた予算の範囲内で改修が行

われていると思います。今後においては、昨今問題視されている夏場対

策（エアコン等）についてもご検討いただくようお願いします。 

備 考 
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【 評価点検シート １４ 】 

事 務 事 業 名 屋内運動場天井等落下防止対策事業（小・中学校）          

担 当 課 教育総務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育 

事 業 内 容 

吊り天井から直貼り天井への改修工事 

・上久保小学校（工事） 

・堀口中学校（工事） 

事 業 目 的 
教育活動の円滑な運営のため、快適な学校施設環境への改善を図

る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 
天井等の落下を防止する改修工事を実施し、学校施設の安全対策を講

じることができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

安全・安心な学習環境を維持するために、限られた予算の範囲内で改

修が行われていると思います。今後とも老朽箇所や危険箇所の改修に努

めていただきたいと思います。 

備 考 
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【 評価点検シート １５ 】 

事 務 事 業 名 教育用パソコン購入事業（小・中学校） 基金        

担 当 課 教育総務課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊夢の実現に向け、知・徳・体を育む学校教育学校教育 

事 業 内 容 

教育用パソコンの購入（コンピューター室） 

・古間木小学校（２５台） 

・三川目小学校（１６台） 

・おおぞら小学校（１９台） 

＊パソコン本体、プリンター、教育用ソフト 一式 

事 業 目 的 
５年以上経過した教育用パソコンの更新を行い、学校教育の高度化、

情報化に対応するため教育環境の充実を図る。 

対 象 児童、生徒 

成 果 
児童、生徒がより快適な学校生活を送れる環境を整えることができ

た。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 昨今の情報教育にはパソコンの整備が必要不可欠であることから、効

果的な事業であります。耐用年数、機器のバージョンアップ等により、

一定期間後の更新が必要となることから、今後とも計画的な更新計画を

行っていただきたいと思います。 

備 考 
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【 評価点検シート １６ 】 

事 務 事 業 名 遺跡発掘調査事業費                  

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊まもる・伝える・育む、ふるさとの文化の保存・活用 

事 業 内 容 

市内遺跡発掘調査 

・早稲田⑴貝塚発掘調査  

・野口貝塚・早稲田⑴貝塚出土品等整理 

・開発行為に係る市内遺跡試掘調査 

出土品整理事業 

・平畑(1)(2)(4)遺跡整理 

事 業 目 的 

国史跡指定を目指した保存目的調査と農地造成・土採取・工事等各

種開発事業計画に対し、遺跡を破壊行為から守り、その調査研究結果

を記録して報告書を刊行する。 

対 象 埋蔵文化財包蔵地（遺跡） 

成 果 
発掘調査した出土品について、整理作業を行い青森県埋蔵文化財発掘

調査報告会で発表及び出土品の一部を公開した。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

今後とも、出土品の整理、保管、調査研究結果の記録等に努めていた

だき、その結果を一般公開することにより、市民の文化財保護に対する

理解が深まることを期待しています。 

備 考 
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【 評価点検シート １７ 】 

事 務 事 業 名 公民館費                    

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊学校・家庭・地域発、コミュニティ組織の構築・活用 

事 業 内 容 

【指定管理：東北共立・寿商事グループ（H25～H29：5 年間）】 

市民大学、一般教養講座・趣味講座クラブ、市民文化祭等イベントの

実施。 

事 業 目 的 

市民の生涯学習、芸術・文化活動の場として市民に提供する。講演

会や各種趣味講座等を実施し、生涯学習の場を提供する。 

※H30は公民館閉館（大規模改修工事） 

対 象 市民 

成 果 

多様化する現代社会において、心豊かな社会生活の実現に向けて、市

民生涯学習講座等を実施し、幅広い年齢層の市民に生涯学習の機会と場

を提供した。市民の文化活動の振興を図るとともに、文化芸術に接する

機会を提供するなど、文化振興に寄与した。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 多種多様な芸術・文化活動が行われており、幅広い年齢層の参加する

場を提供している効果的な事務事業であると思います。 

今後とも市民活動の活性化、生きがいづくりの提供の場として、より

一層活性化するよう宣伝・ＰＲに努めていただきたいと思います。 

備 考 
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【 評価点検シート １８ 】 

事 務 事 業 名 図書館費                    

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊学校・家庭・地域発、コミュニティ組織の構築・活用 

事 業 内 容 

【指定管理：㈱図書館流通センター（Ｈ２８～Ｈ３２：５年間）】 

図書館機能の充実と市民サービスの向上、読み聞かせ・語り聞かせ等

の自主事業の開催ほか。 

事 業 目 的 
図書、記録その他必要な資料を収集・整理・保存して、一般公衆の

利用に供し、その教養や調査研究、レクリエーション等に資する。 

対 象 市民 

成 果 

図書館の機能の紹介・周知を目的とした様々な事業を展開。また、自

主事業として館長トークや季節・時事に合わせた企画展示を開催するな

どサービスと質の向上が図られた。 

さらには地域に根付いた社会教育施設としての機能強化及びキャリ

ア教育の一環として、高校生ボランティアと共に、コミュニティカフェ

を実施するなど新たな取り組みを実践した。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 指定管理者によるイベントや行事などが開催され、効果的な事務事業

であると思います。今後とも民間ならではの豊かな発想力を活かしてメ

リハリのある事業を展開されることを期待しています。 

備 考 
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【 評価点検シート １９ 】 

事 務 事 業 名 歴史民俗資料館管理費                 

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊まもる・伝える・育む、ふるさと文化の保存・活用 

事 業 内 容 

【指定管理：ミサワツーリストグループ（Ｈ２６～Ｈ３０：５年間）】 

資料館機能の充実と市民サービスの向上、ものづくり体験学習等の自

主事業の開催。 

事 業 目 的 
国民共有の文化遺産である文化財を適切に保護・保存し、積極的に

活用していくことで後世へと継承していく。 

対 象 市民 

成 果 

説明員が常時配置となったことから、市民が郷土の歴史・民俗・自然

等への理解が深められ、社会教育施設の本来の役割が発揮できる体制と

なった。 

総 合 意 見 

妥当性があると判断されます。 

ただし、宣伝・ＰＲという点においては改善が必要のように思います。

今後は、市内外に広く発信することにも注力し、他事業とのタイアッ 

プなど、趣向を凝らした企画展示等が行われることを期待しています。 

備 考 

 

 

 

 

  



三沢市教育振興基本計画スローガン 夢の実現 ～ 社会を生き抜く力の養成 ～ 

 

40 

 

【 評価点検シート ２０ 】 

事 務 事 業 名 公会堂整備事業                     

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊学校・家庭・地域発、コミュニティ組織の構築・活用 

事 業 内 容 

経年劣化にともなう改修工事（Ｈ２９～Ｈ３０：国債） 

・電気設備工事  ・石綿撤去工事 

・建築工事    ・エレベーター改修工事ほか 

※Ｓ５５設置（３８年経過：着工当初） 

事 業 目 的 
公会堂及び中央公民館の円滑かつ安全な運営のため、良好な施設環

境への改善を図る。 

対 象 市民 

成 果 

老朽化した公会堂及び中央公民館の改修工事を継続実施し、快適な施

設環境と安全対策を講じることができた。 

 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

予算の範囲内で整備事業が行われていると思います。三沢市民はもと

より近隣町村も活用している施設であることから、今後とも長寿命化を

見据え、計画的な改修事業に取り組んでいただきたいと思います。 

また、多額の更新事業費及び維持管理費に見合ったイベント、事業の

展開も期待しています。 

備 考 
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【 評価点検シート ２１ 】 

事 務 事 業 名 大空ひろば管理費                  

担 当 課 生涯学習課 

教 育 委 員 会 

方 策 
＊まもる・伝える・育む、ふるさとの文化の保存・活用 

事 業 内 容 

【指定管理：テイクオフみさわ（Ｈ２８～Ｈ３２：５年間）】 

 自衛隊及び米軍から借用している航空関係資料の展示、保存・活用し、

文化、科学、観光の多機能を有する公園として管理する。 

事 業 目 的 

三沢市の特色である、航空機関係の諸資料を展示、また関係企画展

等を開催し、情報の発信することにより、教育・文化の向上に寄与す

る。 

対 象 市民 

成 果 

大空ひろば内の展示機の維持管理等を行うことにより、利用者が安心

して過ごせる空間づくりに努めるとともに、ミスビードル号の歴史的偉

業や航空史の情報提供などを行うことができた。 

総 合 意 見 

 妥当性があると判断されます。 

 県内唯一の航空機と科学が融合した施設であり、ユニークな企画展示

等により県内外からの集客がある全国に誇れる施設であります。 

三沢市のＰＲにも一役買っており、今後とも施設の維持管理にも留意

した施設管理と更なる趣向を凝らした企画展示を期待しています。 

備 考 
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５ まとめ 

 少子高齢化、児童生徒数の減少の中にあって国籍を超え多様化する子供たち等

への対応、さらには教育制度改革を見据えた教育委員会の役割等、社会情勢の変

化に伴う様々な課題が山積する中、当市の教育課題を踏まえた教育方針や計画の

策定、地域に根ざした学校教育・社会教育の運営と推進など、教育委員会の職務

と課題はこれまで以上に複雑かつ重要性を増しています。こうした中にあって、

教育委員会はより開かれた運営と活発な議論が必要不可欠であり、その機能を十

分に発揮しながら諸施策を適正かつ円滑に実施して行くことが市民への説明責任

を果たすことであり責務であります。 

 平成３０年度の教育委員会の審議及び協議内容については、議案の議決や報告

事項のほか、総務文教常任委員会や定例議会における教育問題等への答弁内容、

各種事務事業の進捗状況等、活発に議論いたしました。また、学校現場における

諸問題への対応、学校を取りまく安心安全環境の構築、通学路等における安全対

策の整備等、関係機関へ要望を行ないました。今後とも、地域・社会・学校関係

等、多くの方々と意見交換の場を設けることで、市民と現場との意思疎通を図り

ながら、一層の教育委員会の活性化を目指して参ります。 

 平成３０年度の事務事業点検評価を実施するにあたり、２名の有識者による幅

広い見地からの貴重な外部意見を頂戴いたしました。総評としては、各事業とも

「妥当性がある」との評価であり、事業に対するご提案、あるいは、さらなる充

実と発展へのご意見や期待するものが多数ございました。本市の教育行政のさら

なる推進と方向性において、非常に参考となるご意見でございました。 

 なお、今回の事務事業点検評価の結果については、市議会をはじめ、市民の皆

様に公表・報告することにより、常に事業の有効性についての意識を持ちながら

諸施策を遂行するとともに、なお一層の教育行政の推進を図って参ります。 

 

令和 ２年 ３月２６日 

三 沢 市 教 育 委 員 会 

 


